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       洞爺湖町表彰条例に基づく被表彰者名簿  （順不同・敬称略） 
 

≪功労表彰≫ 

氏   名 年齢 功 績 等 の 概 要 備  考 

宮 田 敏 夫 ７０歳 

 

昭和５８年から平成３０年までの３５年の永

きにわたり、農業協同組合代表理事組合長及び

副組合長並びに理事として、地域農業の振興発

展に尽力され、特に、馬鈴薯出荷施設、野菜集

荷施設の整備、人参洗浄選別機の導入、雪蔵野

菜貯蔵施設の建設に奔走されるなど、地域農業

の向上と発展に尽力された功績による。 

また、平成１５年から平成２７年までの３期

１２年の永きにわたり議会議員として町政に参

画され地方自治の振興と発展に貢献されてい

る。 

 

虻田町農業協同組合監事 

昭15.5～昭62.3 

とうや湖農業協同組合監事 

昭62.3～平6.4 

とうや湖農業協同組合理事 

平6.4～平7.5 

とうや湖農業協同組合専務理事 

平7.5～平15.4 

とうや湖農業協同組合副組合長 

平15.4～平28.6 

とうや湖農業協同組合代表理事組合長 

平28.6～平30.4 

議会議員 

平15.5～平27.4 

岡 田 光 弘 ８８歳 

 

昭和６３年から平成３１年までの３０年の永

きにわたり、農業協同組合参事として携わって

きた関係から、虻田馬頭観世音碑保存協賛会役

員として協賛会の設立から解散までの間、毎年

例大祭を開催し供養を実施してこられ、「入江馬

頭観世音碑」の北海道文化財の指定の他、「有珠

虻田牧場と馬頭観世音碑（平成４年）」や「虻田

の馬頭さん（平成１７年）」を発行するなど、調

査研究を精力的に行い文化財の保護に尽力され

た功績による。 

また、平成１０年まで虻田町代表監査委員と

して地方自治の振興発展に貢献されている。 

 

虻田馬頭観世音碑保存協賛会事務局長 

 昭63.6～平2.4 

虻田馬頭観世音碑保存協賛会会長 

 平2.6～平31.3 

虻田町代表監査委員 

 平2.3～平10.3 

 

皆 川 一 男 ８７歳 

 

平成７年から平成２７年までの２０年の永き

にわたり虻田町並びに洞爺湖町陸上競技協会会

長として、また、体育協会会長並びに洞爺湖マ

ラソン大会大会長として、住民のスポーツ活動

の推進を図り、当町における体育振興に尽力さ

れた功績による。 

また、１２年の永きにわたり虻田町並びに洞

爺湖町議会議員として町政に参画され、さらに

は、平成２４年まで青葉２区自治会長として地

方自治の振興と発展に貢献されている。 

 

虻田町・洞爺湖町陸上競技協会会長 

 平7.5～平20.3 

議会議員 

 平7.5～平19.4 

虻田町・洞爺湖町体育協会会長 

 平16.4～平20.3 

洞爺湖マラソン大会大会長 

 平20.4～平27.3 

青葉２区自治会長 

 平20.5～平24.4 

小 松   晃 ７５歳 

 

平成１５年から平成３１年までの４期１６年

の永きにわたり議会議員として町政に参画さ

れ、その間、総務常任委員長、議会広報常任委

員長、議会運営委員長などを歴任し、本町の地

方自治の振興発展に寄与された功績による。 

 

議会議員 

 平15.5～平31.4 

議会広報常任委員会委員長 

 平21.5～平23.4 

議会総務常任委員会委員長 

 平23.5～平27.4 

議会運営委員会委員長 

 平27.5～29.5 
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氏   名 年齢 功 績 等 の 概 要 備  考 

佐々木 良一 ７４歳 

 

平成３年から平成３１年まで、８期２６年の

永きにわたり議会議員として村政及び町政に参

画され、その間、議長、副議長、経済常任委員

長、議会運営委員長などを歴任し、本町の地方

自治の振興発展に寄与された功績による。 

 

議会議員 

 平3.5～平9.7 

 平11.5～平16.1 

 平16.2～平31.4 

議長 

 平15.5～平16.1 

 平16.2～平18.3 

 平27.5～平31.4 

議会経済常任委員会委員長 

 平11.5～平15.4 

議会運営委員会委員長 

 平21.5～平25.5 

 平25.9～平27.4 

藤野 幸治 ５３歳 

 

昭和６２年から平成３１年までの３２年余の

永きにわたり、虻田消防団及び洞爺湖消防団員

として幾多の災害に対し、常に第一線に立ち奮

闘し、各種の災害から住民の生命、身体、財産

等の保護に大きく貢献された功績による。 

 

西胆振消防組合虻田消防団団員 

 昭62.4～平20.3 

西胆振消防組合洞爺湖消防団班長 

 平20.4～平29.5 

西胆振行政事務組合洞爺湖消防団班長 

 平29.6～平31.3 
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洞爺湖町水道事業給水条例新旧対照表（議案第１７号関係） 

改   正   案 現       行 

（工事費の算出方法） 

第１３条 管理者が施行する工事費は、次に掲げる費用及び第２項に

掲げる費用の合計額に当該合計額に課される消費税法（昭和６３年

法律第１０８号）に定める消費税及び地方税法（昭和２５年法律第

２２６号）に定める地方消費税に相当する額（以下「消費税相当額」

という。）を加算した額とする。ただし、その額に１円未満の端数

が生じたときは、これを切り捨てるものとする。 

⑴～⑹ 略 

２及び３ 略  

 

（水道利用加入金） 

第１９条 略 

２ 新設工事に係る加入金の額は、メーター口径に応ずる別表第４に

定める額に当該定める額に課される消費税相当額を加算した額とす

る。ただし、その額に１円未満の端数が生じたときは、これを切り

捨てるものとする。 

３ 略 

 

（料金） 

第２７条 料金は、別表第１に定める基本料金と超過料金の合計額に

当該合計額に課される消費税相当額を加算した額とする。ただし、

その額に１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものと

する。 

（工事費の算出方法） 

第１３条 管理者が施行する工事費は、次に掲げる費用及び第２項に

掲げる費用の合計額に１００分の１０８を乗じて得た額とする。た

だし、その額に１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる

ものとする。 

 

 

⑴～⑹ 略 

２及び３ 略  

 

（水道利用加入金） 

第１９条 略 

２ 新設工事に係る加入金の額は、メーター口径に応ずる別表第４に

定める額に１００分の１０８を乗じて得た額とする。ただし、その

額に１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。 

 

３ 略 

 

（料金） 

第２７条 料金は、別表第１に定める基本料金と超過料金の合計額に

１００分の１０８を乗じて得た額とする。ただし、その額に１円未

満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。 
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 （特別な場合における料金算定） 

第３１条 月の途中において水道の使用を開始し、又は使用を止めた

ときの料金は、次に掲げる算定方式に従い算定した額に当該算定し

た額に課される消費税相当額を加算した額とする。ただし、その額

に１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。 

 

（メーターの使用料） 

第３４条 メーターの使用料（以下「使用料」という。）は、別表第

２に定める額に当該定める額に課される消費税相当額を加算した額

とする。ただし、その額に１円未満の端数が生じたときは、これを

切り捨てるものとする。 

 

 

 （特別な場合における料金算定） 

第３１条 月の途中において水道の使用を開始し、又は使用を止めた

ときの料金は、次に掲げる算定方式に従い算定した額に１００分の

１０８を乗じて得た額とする。ただし、その額に１円未満の端数が

生じたときは、これを切り捨てるものとする。 

 

（メーターの使用料） 

第３４条 メーターの使用料（以下「使用料」という。）は、別表第

２に定める額に１００分の１０８を乗じて得た額とする。ただし、

その額に１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものと

する。 
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洞爺湖町簡易水道事業給水条例新旧対照表 

改   正   案 現       行 

（料金） 

第３条 水道料金（以下「料金」という。）は、別表第１に定める基

本料金及び超過料金の合計額に当該合計額に課される消費税法（昭

和６３年法律第１０８号）に定める消費税及び地方税法（昭和２５

年法律第２２６号）に定める地方消費税に相当する額（以下「消費

税相当額」という。）を加算した額とする。ただし、その額に１円

未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。 

 

（メーターの使用料） 

第４条 メーターの使用料は、別表第２に定める額に当該定める額に

課される消費税相当額を加算した額とする。ただし、その額に1円未

満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。 

 

（料金） 

第３条 水道料金（以下「料金」という。）は、別表第１に定める

基本料金及び超過料金の合計額に１００分の１０８を乗じて得た額

とする。ただし、その額に１円未満の端数が生じたときは、これを

切り捨てるものとする。 

 

 

 

（メーターの使用料） 

第４条 メーターの使用料は、別表第２に定める額に１００分の１０

８を乗じて得た額とする。ただし、その額に1円未満の端数が生じた

ときは、これを切り捨てるものとする。 
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洞爺湖町公共下水道条例新旧対照表 

改   正   案 現       行 

（使用料の算定方法） 

第２１条 使用料の額は、毎月使用者が排除した汚水の量に応じて、

洞爺湖町公共下水道設置条例（平成１８年洞爺湖町条例第１３９号）

第２条に定める処理区ごとに別表に定める基本料金と従量料金との

合計額に当該合計額に課される消費税法（昭和６３年法律第１０８

号）に定める消費税及び地方税法（昭和２５年法律第２２６号）に

定める地方消費税に相当する額を加算した額とする。ただし、その

額に１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。 

 

（使用料の算定方法） 

第２１条 使用料の額は、毎月使用者が排除した汚水の量に応じて、

洞爺湖町公共下水道設置条例（平成１８年洞爺湖町条例第１３９号）

第２条に定める処理区ごとに別表に定める基本料金と従量料金との

合計額に１００分の１０８を乗じて得た額とする。ただし、その額

に１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。 
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洞爺湖町印鑑条例新旧対照表 

改   正   案 現       行 

（登録できない印鑑） 

第６条 町長は、次の各号のいずれかに該当するときは、印鑑の登録申

請を受理しない。 

⑴ 住民基本台帳に記録されている氏名、氏、名、旧氏（住民基本台

帳法施行令（昭和４２年政令第２９２号。以下「令」という。）第３

０条の１３に規定する旧氏をいう。以下同じ。）若しくは通称（令第

３０条の１６第１項に規定する通称をいう。以下同じ。）又は氏名、

旧氏若しくは通称の一部を組み合わせたもので表していないもの 

⑵～⑷ 略 

⑸ 職業、資格、その他氏名、旧氏又は通称以外の事項を表している

もの 

⑹及び⑺ 略 

２ 略 

 

（印鑑の登録の消除） 

第１１条 町長は、次の各号のいずれかに該当するときは、印鑑の登録

を消除しなければならない。 

⑴～⑶ 略 

⑷ 氏名、氏（氏に変更があった者にあっては、住民票に記載がされ

ている旧氏を含む。）若しくは名（外国人住民にあっては、通称又は

氏名のカタカナ表記を含む。）の変更により、登録した印鑑が第６

条第１項各号の規定に該当することとなったとき。 

⑸及び⑹ 略 

２ 略 

（登録できない印鑑） 

第６条 町長は、次の各号のいずれかに該当するときは、印鑑の登録申

請を受理しない。 

⑴ 住民基本台帳に記録されている氏名、氏、名若しくは通称（住民

基本台帳法施行令（昭和４２年政令第２９２号）第３０条の２６第

１項に規定する通称をいう。以下同じ。）又は氏名若しくは通称の

一部を組み合わせたもので表していないもの 

 

⑵～⑷ 略 

⑸ 職業、資格、その他氏名又は通称以外の事項を表しているもの 

 

⑹及び⑺ 略 

２ 略 

 

（印鑑の登録の消除） 

第１１条 町長は、次の各号のいずれかに該当するときは、印鑑の登録

を消除しなければならない。 

⑴～⑶ 略 

⑷ 氏名、氏又は名（外国人住民にあっては、通称又は氏名のカタカ

ナ表記を含む。）の変更により、登録した印鑑が第６条第１項各号

の規定に該当することとなったとき。 

 

⑸及び⑹ 略 

２ 略 
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洞爺湖町税条例等の一部を改正する条例新旧対照表（平成２８年洞爺湖町条例第３２号） 

改   正   案 現      行 

 （洞爺湖町税条例の一部改正） 

第１条の２ 洞爺湖町税条例の一部を次のように改める。 

 

  附則第１５条の次に次の５条を加える。 

（軽自動車税の環境性能割の賦課徴収の特例） 

第１５条の２ 軽自動車税の環境性能割の賦課徴収は、当分の間、第１

章第２節の規定にかかわらず、北海道が、自動車税の環境性能割の賦

課徴収の例により、行うものとする。 

（軽自動車税の環境性能割の減免の特例） 

第１５条の３ 町長は、当分の間、第８１条の８の規定にかかわらず、

北海道知事が自動車税の環境性能割を減免する自動車に相当するもの

として町長が定める３輪以上の軽自動車に対しては、北海道における

自動車税の環境性能割の減免の例により、軽自動車税の環境性能割を

減免する。 

（軽自動車税の環境性能割の申告納付の特例） 

第１５条の４ 第８１条の６の規定による申告納付については、当分の

間、同条中「町長」とあるのは、「北海道知事」とする。 

（軽自動車税の環境性能割に係る徴収取扱費の交付） 

第１５条の５ 町は、北海道が軽自動車税の環境性能割の賦課徴収に関

する事務を行うために要する費用を補償するため、法附則第２９条の

１６第１項に掲げる金額の合計額を、徴収取扱費として北海道に交付

する。 

第１５条の６ 略 

（洞爺湖町税条例の一部改正） 

第１条の２ 洞爺湖町税条例の一部を次のように改める。 

 

附則第１５条の次に次の５条を加える。 

（軽自動車税の環境性能割の賦課徴収の特例） 

第１５条の２ 軽自動車税の環境性能割の賦課徴収は、当分の間、第１

章第２節の規定にかかわらず、  道が、自動車税の環境性能割の賦

課徴収の例により、行うものとする。 

（軽自動車税の環境性能割の減免の特例） 

第１５条の３ 町長は、当分の間、第８１条の８の規定にかかわらず、

  道知事が自動車税の環境性能割を減免する自動車に相当するもの

として町長が定める３輪以上の軽自動車に対しては        

                  、軽自動車税の環境性能割を

減免する。 

（軽自動車税の環境性能割の申告納付の特例） 

第１５条の４ 第８１条の６の規定による申告納付については、当分の

間、同条中「町長」とあるのは、「  道知事」とする。 

（軽自動車税の環境性能割に係る徴収取扱費の交付） 

第１５条の５ 町は、  道が軽自動車税の環境性能割の賦課徴収に関

する事務を行うために要する費用を補償するため、法附則第２９条の

１６第１項に掲げる金額の合計額を、徴収取扱費として  道に交付

する。 

第１５条の６ 略 
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 附則第１５条の６の次に次の１条を加える。 

（軽自動車税の環境性能割の非課税の特例） 

第１５条の７ 当分の間、軽自動車税の環境性能割において、地方税法

第４４５条第２項の規定の適用を受けるべき軽自動車は、第８１条の

２の規定にかかわらず、北海道が同法第１４８条第２項の規定により

条例で定める自動車に相当するものとして町長が定める３輪以上の軽

自動車とする。 

２ 前項の規定に該当する３輪以上の軽自動車に対して、同法第４４５

条第２項の規定を受けるための手続その他必要な事項については、こ

の条例の規定にかかわらず、北海道における自動車税の環境性能割の

課税免除の例による。 
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洞爺湖町定住促進住宅条例新旧対照表 

改   正   案 現       行 

（名称及び位置）  

第２条 定住促進住宅の名称及び位置は、次のとおりとする。  

レジデンス洞爺 Ａ  
虻田郡洞爺湖町洞爺町４１３番地４  

レジデンス洞爺 Ｂ  

レジデンス花和 Ａ  
虻田郡洞爺湖町花和１７１番地２  

レジデンス花和 Ｂ  

  

（名称及び位置）  

第２条 定住促進住宅の名称及び位置は、次のとおりとする。  

レジデンス洞爺 Ａ  
虻田郡洞爺湖町洞爺町４１３番地４  

レジデンス洞爺 Ｂ  
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洞爺湖町水道事業給水条例新旧対照表（議案第２１号関係） 

改   正   案 現       行 

別表第３（第３５条関係） 

１ 設計審査及び竣工検査手数料 

略 

２ 指定給水装置工事業者登録手数料 １件につき ２，０００円 

３ 水道台帳図面及び給水装置工事図面交付手数料 略 

 

別表第３（第３５条関係） 

１ 設計審査及び竣工検査手数料 

略 

２ 指定給水装置工事業者登録手数料 １件につき １０，０００円 

３ 水道台帳図面及び給水装置工事図面交付手数料 略 
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変更路線図 

道道洞爺湖登別線 

洞爺湖ビジターセンター 

火山科学館 

洞爺湖温泉 

洞爺湖 

観光情報センター 

３０９ 洞爺湖温泉大通り線（旧） L=973.10ｍ 

３０９ 洞爺湖温泉大通り線（新） L=1,461.70ｍ 

１９９ みずうみ通り線（旧） L=410.40ｍ 

１９９ みずうみ通り線（新） L=474.20ｍ 

-12-



 

 

 

 

 

 

 

 

廃止路線図 

道道洞爺湖登別線 

洞爺湖ビジターセンター 

火山科学館 

洞爺湖 

観光情報センター 

１５７ 桜ヶ丘通り線 L=115.00ｍ 

洞爺湖温泉 

１５２ 洞爺湖温泉本通り線 L=430.67ｍ 
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区　　分 事　　業　　内　　容

28 29 30 31 32 28 29 30 31 32

町 13,366 2,806 2,640 2,640 2,640 2,640 13,366 2,806 2,640 2,640 2,640 2,640

⑵その他 町 10,800 10,800

小　　　計 13,366 2,806 2,640 2,640 2,640 2,640 24,166 2,806 2,640 2,640 13,440 2,640

13,366 2,806 2,640 2,640 2,640 2,640 103,216 2,806 2,640 2,640 2,640 92,490

13,366 2,806 2,640 2,640 2,640 2,640 103,216 2,806 2,640 2,640 2,640 92,490

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5,549,124 1,761,142 1,080,666 1,007,244 785,995 914,077 5,559,924 1,761,142 1,080,666 1,007,244 796,795 914,077

467,028 97,426 92,161 92,161 92,790 92,490 467,028 97,426 92,161 92,161 92,790 92,490

467,028 97,426 92,161 92,161 92,790 92,490 467,028 97,426 92,161 92,161 92,790 92,490

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事業名
（施設名） 備考

過疎債ソフト分　基金積立分

基金取崩分

過疎債ソフト分　事業実施分

（うち過疎地域自立促進特別事業分）

（うち過疎地域自立促進特別事業分）

過疎地域自立促進市町村計画参考資料（変更）

変　　　更　　　前 変　　　更　　　後

概　算
事業費

年度区分 年度区分

過疎債ソフト分　基金積立分

基金取崩分

事業
主体

英国ボランティア青年
の招聘

ふるさとづくり推進事
業（環境配慮行動促
進）

備考
概　算
事業費

９　その他
　地域の自
　立促進に
　必要な事
　項

事業名・
事業内
容・事業
主体の追
加

⑴過疎地域
　自立促進
　特別事業

過疎債ソフト分　事業実施分

合　　　計
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